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研究成果の概要（和文）：これまでの遠隔講義用のVODシステムは、使いやすいことを目的にシステムが開発されてい
る。そのため講師の日本語の発話を聞いているだけで、講義内容の理解が難しい。本研究では、日本語を母語としない
学生に、日本語で実施されている講義資料中の語彙の難易度推定、専門用語の検索システム、及び専門用語の学習シス
テムの開発を行った。専門用語の検索システムでは、日本語の学習者という観点から日本語の学習状況に応じた日本語
での検索結果を表示するために、機械学習を利用して、やさしい表現と判断される日本語表現の推定手法を提案した。
また、専門用語の学習システムでは、学習曲線を推定し、問題のレベルを変更する仕組みを開発した。

研究成果の概要（英文）：Distance learning VOD systems were developed with ease-of-use in mind. For that 
reason, it was difficult for students to comprehend lecture content just by listening to the lecturer 
speak in Japanese. In this research, we estimated the degree of difficulty of the vocabulary used in 
Japanese language lecture materials that have been carried out in Japanese, for non-native speakers. 
Additionally, we developed a search system and a learning system for technical terms. In order for the 
search system to return search results that apply to the study of Japanese from a student's point of 
view, we utilized machine learning, and proposed estimation methods that return Japanese expressions that 
have been deemed simple. Furthermore, for the learning system, we developed methods that estimates a 
learning curve and changes the difficulty level of problems.

研究分野：教育工学
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１．研究開始当初の背景 
これまで遠隔講義で利用されている VOD 講
義は、その利用システムを主眼にシステムが
提供されている。これらを利用する場合、 
講義資料したがって講師の日本語の発話を
聞いているだけでは理解が難しいと考えら
れる。そこで、講義理解のための補助教材提
供やシステムが必要となってきている。しか
し、単純に理解の補助といっても受講者の理
解度との関係が大きい。そこで日本語での講
義と受講者の学習状況を連動させたシステ
ムが必要となってきている。また、言語処理
技術の発展により、日本語のほか多くの言語
を解析するソフトウェアが利用できるよう
になり、加えて Web などで言語情報を電子
情報の形で取得しやすくなってきており、言
語情報を利用することが容易になってきて
いる。よって、多言語の解析結果を学習補助
に利用できる状況にある。 
 
２．研究の目的 
本研究では、日本語で行われている講義を受
講する日本語を母語としない学生向けに、講
義の理解を補助するシステムの開発を目的
としている。これを実現するために、語彙の
難しさとその学習、検索への補助、留学生が
検索する際に問題となる漢字の読み方の学
習、日本語を利用したアルゴリズムの学習、
VOD 講義での話題にしている場所の補助を
行うシステムを開発することで、学習支援に
つなげることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
研究目的に対して、6 項目に分けて研究を行
った。項目ごとに研究の手法を示す。 
(1) 日本語で実施されている講義資料中の
語彙の難易度推定 
日本語の単語難易度の推定では、これま
で辞書の意味記述を利用していたが、
Web 検索で記述量が平均的な記事を取得
しその記事中に現れる周辺単語分布か
ら単語難易度を推定する手法を開発し
た。特に、講義資料で利用される専門後
に多い複合語の難易度の評価に利用し
た。 

(2) 講義で検索される専門用語の検索シス
テム 
講義内容で検索される専門用語に対す
る日本語説明文の読みやすさを、日本語
を母語としない留学生向けの評価行い、
検索結果に対して簡潔と簡潔でない野
ラベル付け行い、それを決定木学習を行
うことで評価すべき項目を洗い出した。 

(3) 日中、中日語彙学習システム 
(1)での日本語の難易度の推定の他に、
中国語の形態素解析ソフト NLPIR と(1)
の手法組み合わせて中国語の単語の難
易度を推定し、それぞれの言語での難易
度が同程度であるもとと、そうでないも
のを考慮して、語彙学習を行うシステム

を作成した。 
(4) 専門用語の漢字学習システム 
講義に現れる漢字を含む単語の読みを
学習するシステムを開発し、単語の読み
方の学習状況をロジステック関数をも
とにした学習曲線で把握し、より学習者
のレベルに合った学習を提供した。また、
非漢字語圏からの留学生で評価実験を
行った。 

(5) アルゴリズムの学習システム 
日本語の文章の整列によるプログラミ
ング手順テストシステムで、日本語の理
解力とプログラムのアルゴリズムの理
解の補助を行うシステムを開発した。ま
た、非漢字語圏からの留学生で評価実験
を行った。 

(6) 発話字幕と PPT との対応付けシステム 
スライド(マイクロソフトパワーポイン
ト)内のパラグラフと字幕の文ごとに共
起語グラフを作成し，共起語グラフの類
似によって，その対応関係を求める手法
を提案し、システムを開発した。 

 
４． 研究成果 
6 項目ごとで得られた成果について述べ
る。 

(1) 日本語で実施されている講義資料中の
語彙の難易度推定 
辞書データのみを利用した場合の精度
53.6%であったが、Web データを利用した
場合では 60.0%に精度が向上した。また、
講義資料のページ中の単語難易度やペ
ージごとの発話の単語難易度を出力で
きるようにした。講義名「データベース」
では、講義資料の平均単語難易度が、日
本語能力試験の難易度換算で2.25級,発
話が 2.65 級であった。その他の講義で
も講義資料の方が難易度級判定が低く
難しめのあることが裏付けられた。 

(2) 講義で検索される専門用語の検索シス
テム 
講義内容で検索される専門用語に対す
る日本語説明文の読みやすさを、日本語
を母語としない留学生向けの評価行い、
検索結果として評価すべき項目を洗い
出した。その結果を利用して、異なり語
彙数が語彙レベルよりも重要な項目で
あることが判明し、検索結果として提示
すべき辞書情報のシステムを作成した。 

(3) 日中、中日語彙学習システム 
日本語と中国語の単語難易度の推定を
利用した日中単語学習システムでは単
語の選択問題をお互いの難易度の同程
度のものから生成するシステムで、タブ
レットコンピュータ上に実装を行った。
また、単語学習を日本語の単語の問題に
中国語の単語を選択して学習する手法、
中国語の単語の問題に日本語の単語を
選択して学習する手法、それらを続けて
学習するだけでなくお互いの単語の問



題を交互に学習する仕組みを導入し、交
互に学習する手法では、より高い学習効
果が得られることを確認した。 

(4) 専門用語の漢字学習システム 
単語テストシステムによる単語の読み
を選択する問題で学習状況を把握し講
義資料に提供する漢字に付ける振り仮
名率はロジスティック関数を基に作成
した振り仮名率曲線によって講義回ご
とに決め、単語テストシステムの結果を
基に随時更新していくようにすること
で，より学習者のレベルに合った学習を
提供する．本システムを、非漢字語圏か
らの留学生で実践利用を行ったところ、
個人間の学習状況の違いを把握するこ
とができ、講義の間隔や専門用語によっ
て理解が相違することが分った。 

(5) アルゴリズムの学習システムの開発 
アルゴリズムの学習システムでは、非漢
字語圏からの留学生で評価実験を行っ
たところ、C 言語のプログラムの学習項
目のうち、条件分岐や繰り返しの制御及
び関数の理解までに有効にであった。ポ
インタの項目については、効果が少なか
った。ポインタの仕組みの理解が難しく
効果が表れる状況までに至らなかった
と考えられる。 

(6) 発話字幕と PPT との対応付けシステム 
発話字幕とPPTとの対応付けシステムで
は、対応関係の一致率については、学生
アンケートによると、丁度良いかすこし
少ないという評価が多かった。 
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